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写真 1　病理昆虫課の調査風景
（左から、 人工環境ほ場における種子伝染性病害試験、 ダイズ害虫試験、 ネギ病害虫発生予察及び予察灯調査）

病理昆虫課の研究の展望

病害虫のリスクマネジメント
～持続可能な農業生産を支えるリスク管理技術の構築～

病理昆虫課　課長　青木 由美

1

農研ニュース　第３０号　　令和３年（２０２１年）１月発行
発行所   富山県農林水産総合技術センター農業研究所

〒939-8153 富山市吉岡 1124－1　TEL 076-429-2111
農林水産総合技術センターＨＰアドレス　http://taffrc.pref.toyama.jp/nsgc/nougyou/

vol.30
令和３年１月富山県農林水産総合技術センター農業研究所

6

農業研究所の活動から

農業研究所セミナーを開催（農業研修会館、10月22日）

学会・研究会での発表等（8～12月）
令和2年度 日本植物病理学会関西部会（オンライン発表、11月7～8日）

北陸作物・育種学会第57回講演会（eポスター発表、11月20日）

【農業情報研究センター　杉浦先生】 【次世代作物開発研究センター　矢部先生】
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図 1　栽植密度試験のイメージ
　　　　（目標穂数で一穂を小さく）

図 2　茎数及び穂数の推移 （2018、 2019 の平均）

図 4　栽植密度と㎡当たり籾数及び一穂籾数
　　　 の関係　（2016、 2018 ～ 2019 の平均）

図 5　栽植密度と収量及び屑米重の関係
　　　 （2016、 2018 ～ 2019 の平均）

図 6　栽植密度と玄米外観品質の関係
　　　 （2016、 2018 ～ 2019 の平均）

図 3　SPAD 値の推移 （2018、 2019 の平均）

研究成果

「富富富」の高品質良食味栽培のための栽植密度
～適切な田植えと収穫で「富富富」をさらに魅力的に～

栽培課　主任研究員　吉野 真弘
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図 7　栽植密度と玄米蛋白質含有率の関係
　　　 （2016、 2018 ～ 2019 の平均）
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図 1　栽植密度試験のイメージ
　　　　（目標穂数で一穂を小さく）

図 2　茎数及び穂数の推移 （2018、 2019 の平均）

図 4　栽植密度と㎡当たり籾数及び一穂籾数
　　　 の関係　（2016、 2018 ～ 2019 の平均）

図 5　栽植密度と収量及び屑米重の関係
　　　 （2016、 2018 ～ 2019 の平均）

図 6　栽植密度と玄米外観品質の関係
　　　 （2016、 2018 ～ 2019 の平均）

図 3　SPAD 値の推移 （2018、 2019 の平均）

研究成果

「富富富」の高品質良食味栽培のための栽植密度
～適切な田植えと収穫で「富富富」をさらに魅力的に～

栽培課　主任研究員　吉野 真弘
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研究成果

水稲直播栽培におけるキリウジガガンボ等の省力防除
～食害による苗立ち不良を解消！～

病理昆虫課　課長　青木 由美
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写真 1　キリウジガガンボ

図 1　キリウジガガンボに対する薬剤防除効果 （2019 年）
　　　　 注） 播種６日後に生存虫数を調査

図 2　キリウジガガンボに対する薬剤土中施用の効果
　　　 （2018 年）　（上） 薬剤防除効果 （下） 苗立率
　　　　 注） キリウジガガンボ幼虫の多発生条件で薬剤処理
　　　　　　　 （上） 播種 14 日後に生存虫数を調査
　　　　　　　 （下） 播種 29 日後に調査

図 3　イネミズゾウムシに対する薬剤防除効果 （2018 年）
　　　　 注） 播種 29 日後に株ごとに葉の食害の有無を調査

写真 4　キリウジガガンボに対する薬効試験の様子
　　　　　（2018、 2019 年）
　　　　　　注） （左） ： 枠内への放虫試験 （矢印 ： 死亡虫）
　　　　　　　 　 （右） ： 多発生条件でのほ場試験

写真 3　鉄コーティング直播に
おける苗立ちの様子 （2018 年）

注） キリウジガガンボ幼虫の多発生
　　　条件で播種時に箱いり娘粒剤を
　　　土中施用
　　　播種 29 日後の様子

写真 2　鉄コーティング種子播種後の田面の様子
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研究成果

水稲直播栽培におけるキリウジガガンボ等の省力防除
～食害による苗立ち不良を解消！～

病理昆虫課　課長　青木 由美
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写真 1　キリウジガガンボ

図 1　キリウジガガンボに対する薬剤防除効果 （2019 年）
　　　　 注） 播種６日後に生存虫数を調査

図 2　キリウジガガンボに対する薬剤土中施用の効果
　　　 （2018 年）　（上） 薬剤防除効果 （下） 苗立率
　　　　 注） キリウジガガンボ幼虫の多発生条件で薬剤処理
　　　　　　　 （上） 播種 14 日後に生存虫数を調査
　　　　　　　 （下） 播種 29 日後に調査

図 3　イネミズゾウムシに対する薬剤防除効果 （2018 年）
　　　　 注） 播種 29 日後に株ごとに葉の食害の有無を調査

写真 4　キリウジガガンボに対する薬効試験の様子
　　　　　（2018、 2019 年）
　　　　　　注） （左） ： 枠内への放虫試験 （矢印 ： 死亡虫）
　　　　　　　 　 （右） ： 多発生条件でのほ場試験

写真 3　鉄コーティング直播に
おける苗立ちの様子 （2018 年）

注） キリウジガガンボ幼虫の多発生
　　　条件で播種時に箱いり娘粒剤を
　　　土中施用
　　　播種 29 日後の様子

写真 2　鉄コーティング種子播種後の田面の様子
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【カルパーコーティング直播栽培】

【鉄コーティング直播栽培】
薬剤防除効果
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写真 1　病理昆虫課の調査風景
（左から、 人工環境ほ場における種子伝染性病害試験、 ダイズ害虫試験、 ネギ病害虫発生予察及び予察灯調査）

病理昆虫課の研究の展望

病害虫のリスクマネジメント
～持続可能な農業生産を支えるリスク管理技術の構築～

病理昆虫課　課長　青木 由美
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農業研究所の活動から

農業研究所セミナーを開催（農業研修会館、10月22日）

学会・研究会での発表等（8～12月）
令和2年度 日本植物病理学会関西部会（オンライン発表、11月7～8日）

北陸作物・育種学会第57回講演会（eポスター発表、11月20日）

【農業情報研究センター　杉浦先生】 【次世代作物開発研究センター　矢部先生】


